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はじめに
令和 2 年度の第 16 回「異常気象研究会」は，2020 年 12 月 3 日にオンラインで開催された。通

称「異常気象研究会」の第 16 回目で，第 8 回観測システム・予測可能性研究連絡会，気候形成・変
動機構研究連絡会，新学術領域研究「変わりゆく気候系における中緯度大気海洋相互作用 hotspot」 
A02-3 東アジア縁辺海と大気の連鎖的双方向作用とモンスーン変調との共催である。
豪雨・豪雪や竜巻・突風現象など災害をもたらすような極端気象発現の背景には，移動性高低気
圧・前線などの総観規模現象，偏西風蛇行などの大気循環場変動，複雑な大気海洋過程など一連の時
空間的階層構造が深く関わっている。本研究集会では災害をもたらす極端気象について大気・海洋，
グローバル・ローカル双方の視点から，その発現過程，総観場・循環場特性，大気海洋過程，予測可
能性に関する最新の研究を共有し議論を行った。
一部の参加者の旅費補助や開催経費には，京都大学防災研究所一般研究集会（2020K-09 研究代表者
本田明治）の支援を受けた。

本田 明治
向川　均
廣岡 俊彦
木本 昌秀
榎本　剛　　
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